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令和７年度 修了式学校長式辞より 校長 森永 佐由美
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皆さん、おはようございます。 先週行われた卒業式は、あいにくの天気でしたが、皆さんが
心を込めて準備し、送り出した１８名の６年生は、とても立派にこの沼里小学校を巣立っていき
ました。４～５年生は、式場での凛とした姿で式に参加できました。１～３年生の皆さんも、温
かいお祝いの気持ちで過ごした１週間でした。皆さんの気持ちに心から「ありがとう」を伝えま
す。

さて、今日は「修了式」です。皆さんに手渡す「修了証」は、この一年間、皆さんが「やるべき
ことをやり遂げ、次の学年に進む準備ができました」という合格証です。 この一年間、沼里小
の皆さんの姿を見ていて、校長先生はとても嬉しいことがありました。それは、皆さんが学級目
標に向かってがんばる姿をたくさん見せてくれたことです。漢字が苦手だったけれど毎日練習
して書けるようになった人、転入してきたお友達に、自分から優しく声をかけて案内してあげた
人、創立百五十周年の行事で、地域の方に大きな声で挨拶ができた人など、目に見える大き
な成功だけでなく、自分の中で「去年よりこれができるようになった」という小さな一歩こそが、
皆さんの本当の成長です。そのような姿を見ることができ、とても嬉しかったです。

明日から春休みが始まります。校長先生から、一つだけ「宿題」を出します。 それは、「新し
い学年の自分を想像すること」です。４月からは、皆さんは一つ上の学年になります。今の５年
生は、いよいよ最高学年、沼里小の「顔」になります。今の４年生は、高学年の仲間入りです。
「どんなお兄さん、お姉さんになりたいか」「どんな一年にしたいか」この春休みに、自分の心
の中でじっくりと考えてみてください。「しなサイ」ではなく「するゾウ」になれるといいですね。

沼里小の創立百五十年の歴史は、こうして一年一年、子どもたちが成長を積み重ねること
で作られてきました。皆さんは、次の「新しい百年」を作る最初の主役たちです。４月の始業
式、ひとまわり大きく成長した皆さんと、また笑顔で会えるのを楽しみにしています。自分の命
を大切に、安全で楽しい春休みを過ごしてください。


